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１．大会結果。 

4月 30日に開催の第 3回大阪少年少女大会へは、福森高夫理事長の引率で、本町道場から佐藤

子瑚、久田康之、瀬藤真征、南方樹の４選手が参加して健闘しました。参加選手数が二百数十

名を超える大きな大会で、存分に対戦した経験は大きな修行成果だと思います。会員の皆さん

には各地の大会への積極的な参加をお勧めします。 

２．合同稽古のお知らせ。 

5 月 21 日（月）の午後 6 時 30 分から 8 時までの間、本町道場で、槍、棒などの長巻を主な課

目に第 4回合同稽古を実施することになりました。長巻での基本動作と２～３種類の技のパタ

ーンを稽古してみるのが目的です。 

３．和歌山県大会開催の準備会議。 

  第４回合同稽古時(5月 21日)に、第４回和歌山県大会の準備会議を行ないますので、役員の皆

様は必ず出席して下さい。大阪協会の支援と助言を得ながら、和歌山県協会の現状に見合った、

派手ぶることのない、着実で、充実した大会運営が出来ることを期待します。 

４・当面の行事予定。 

 (1) 第 3回城東諏訪スポーツチャンバラ交流会 

  5月 13日（日）午前 9時 30分～  大阪市立諏訪小学校体育館 

(2) 第 33全国少年少女大会 

5月 19(土)～20日（日）     由比町民体育館(静岡県) 

(3) 第 2回岸和田市大会 

6月 10（日）             東岸和田市民センター 

(4) 第 16回兵庫県大会 

７月 1（日）            兵庫県立文化体育館 

(5) 第 15回滋賀県大会 

７月７（土）            栗東市民体育館 

(6) 第 6回枚方市大会 

7月 22（日）            枚方市渚市民体育館 

  

   『十分の勝に十分の負あり』 

    術者は負くる所、勝たざる所を知るべし。負くる所と云うは、先ず勝つ所なり。 

    勝たざる所と云うは敵の能く守る所なり。その負くる所我に有り。勝る所敵に在り。 

    妄りに勝たんと欲する者は我が負くる所を知らず。負くる所を勝たんと欲する者は、 

    敵の勝つ所を知らざるが故也。我勝たざれば負けず、我負けざれば勝たず。 

    故に十分の勝ち、十分の負けあり。十分の負けに十分の勝ちあり。勝ちて負くる所 

    を知り、負けて勝つ所を知るは、術の達者也。我が事理を正し、彼が事理を察して 

敵に因って転化すべし。(「唯心一刀流 一刀斎先生剣法書」より抜粋 ) 

※古書店で見つけた「武道秘伝書」に所載の一節です。“未熟な我が身には痛い” 

教えですが、それだけに、敢えて紹介致します。( 会長 安田孝雄 ) 
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